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シ ロク ローバ 白絹病の抵抗性検定法に関す る研究
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キタオオンヽでは幼苗接種によって選抜を加えた群が結死

率が低く,ニ ユージーランドでは選抜を加えなかつた群で

粘死率が低い結果となった。 しかし,いずれもその差は統

1 1ま  し 力
' 
き

自絹病はシロクローパの重要病害の一つであり,主 とし
て西南暖地において多発する。

ここでは,本病害に対する抵抗性品種育成のための基礎

資料を得ようとして,幼苗,成体ランテー,小葉を対象と
した人工接種による抵抗性の検定法を検討した。

2 試験方法及び結果

菌は滅菌フ
^マ
培地で増殖し,こ れを風乾して細く砕い

たものを接種源とした。菌は愛知総合農試及び発諄研究所

から4菌系の分譲を受け,病原性をテストした結果いずれ
もシロクロースに病原性を有した。この内愛知総合農試か

ら導入したものが菌糸の伸長が良好であったのでこの菌系

を主として検定に用いた。

苗の増殖に際し当場病害研究室の協力をいただいたこと

を感謝する。

1 幼苗接種試験 : キタオオ´ヽ,ニ ュrジーランドホワイ
トの 2品種を42X32"の 育苗パ″卜に条播し, 5～ 6葉

(大苗), 3～ 4葉 (小苗 )の苗を育苗した。これに接種

源をそれと同量のパーミキュライトで増量散布し,十分に

灌水した後ビニールで被覆した。これを25℃ の陽光定温器

に 5日 間おいて発病を促した。接種量はだ当り100,と 200

7の 2段階とし,接種量による差も検討しようとした。
品種,苗令,接種量による生存率の差を調査したが,接
種量による差は明確ではなく,む しろパットによる差が大

きかった。生存率の比較的高かったバントの結果をχ
2検定

した結果を表 1に 示す。品種間,苗令間に有意な差が認め

表 l χ2検定の結果

品 種
ニユージーランド キ タ オ オ ′ヽ

計
大 苗 小 苗 大 苗 刻ヽ 苗

生  存 6 7

枯  死

計 61

られ小苗は大苗より,ユ ェージーランドはキタオォンヽより

枯死率が高かった。

2 ランナー接種試験 : 生態的特性の異なる30栄養系を
自然光及び50%遮光下で生育させ,ラ ンナーをそれぞれ2本

づつ計120本採取した。 ランナーは先端から7節の所で切
取り,42X32"の パットに植えつけた。発根後接種源をガ

当り100夕 接種し,後の処置は幼苗接種試験に準じた。検

定結果の分散分析表を表2に示す。各要因とも5%有意水
準に達しなかつたが,栄養系間では 5%有意水準に近い値
を示した。反復数を増して検定すれば抵抗性の差異を明ら

かにできる可能性を示唆している。なお,栄養系による抵

抗性の強SSと その形態的特性及び採取したランナー重との

間に特に関係のあるものは見られなかった。

表 2 成体ランナーによる検定結果の分散分析表
要 因 自 由度 平均平方 F 有 意 性

全 体 1,758

光 条 件 1 2,080 147 P‐ 025-01
栄 養 系 2,129 1 50 P-01-005

光X栄養系 2,083 1 47 P-025-01

誤 差 1.417

注.光条件は生育時に自然条件と50%遮光条件を設け
たもの。

■ 幼苗検定の有効性の判定 : キタォォ′ヽ,ニ ュージーラ
ンドホフイトの2品種に幼苗接種を行い個体選抜を行つた。

更に接種選抜を行わなかったものとともに成体になつた時

点で2の方法に準 じてランナーに接種を行い枯死率を比較

した。その結果を表3に示す。

表 6 幼苗検定による選抜集団の成体ランナー
による検定成績 (枯死率%)
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計的に有意ではなかつた。従つて,幼苗接種選抜は成体時
の抵抗性の付与には有効とはいえなかつたが,品種内の個

悧間には自絹病抵抗性の遺伝的変異が少なかったためとも

考えられるので更に検討する必要があろう。

4 小葉接種試験 : 接種源05夕を9卸径のシャレーに均
―に散布し,蒸溜水を注いで,25℃の定温器中に 1日 おき

菌糸の発生を促した。検定材料は当場で育成した東北 3～

11号の 9系統からランダムに25個体を選び各個体から葉を

一枚採取した。採取した葉を3枚の小葉に切りはなし,上

表 4 小葉接種による検定結果

平均値の差の有意性
*

東北 3号
″ 4号
″ 5号
″ 6号
″ 7号
″ 8号
″ 9号
″ 10号

″ 11号

述の菌糸の発育し始めたシャーンに置床し30時間定温器内

に置いた。抵抗性は小葉の罹病面積によって 0(全体が粘
死)か ら10(全体が緑色で健全)ま での評点法によって判

定した。以上の検定結果を表 4に示す。

系統間差は1%水準で有意で東北 3号, 4号が高い抵抗
性を示した。

なお,全試験 を通じて完全な抵抗性を持つ個体は見出せ

なかつた。

3要   約

1 幼苗検定において,品種,苗令により羅病程度に差が

認められた。菌の接種量による差は明らかではなかったが,

100′ /ア の接種量で十分と考えられた。 パットによつて

病勢伸展の程度に大きな差がみられた。

2 幼苗と成体ランナーは共に同一の接種法で発病させる
ことができたが,幼苗接種による選抜個体が成体時点でよ

り強い抵抗性を示さない場合もあり,更に検討の必要があ
る。

3 シャーレ内で小葉に接種することによつて抵抗性の差
異の判定が可能であった。幼苗接種, ランナー接種による

結果との一致性を検討して実用化を図りたい。

4 全試験を通 して完全な抵抗性を有する個体は見出せ
なかった。

統系

a  b

b

048

071

0 27

0 20

0 23

019

0 09

029

0 08
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